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鎌
倉
末
期
の
甚
目
寺
庄
相
論
に
つ
い
て

尾
張
国
海
部
郡
に
あ
っ
た
甚
目
寺
庄
(
現
あ
ま
市
周
辺
)
は
、
成
立
の

年
代
や
経
緯
が
未
詳
の
ま
ま
で
あ
る
。
従
っ
て
、
荘
園
領
主
に
よ
る
領
有

の
あ
り
方
も
判
然
と
は
し
な
い
。
た
だ
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
十
四
世
紀
は

じ
め
、
こ
の
庄
園
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
相
論
が
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
関
係
史
料
が
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
伝
存
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
展
開
を
辿
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
者
た
ち
が
錯
綜
し
た
主
張
を
述

べ
合
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
一
度
整
理
し
直
さ
な
け
れ
ば
庄
園
の
領
有
や

伝
来
な
ど
も
明
確
に
な
ら
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
管
見
の
限
り
、
甚

目
寺
庄
に
つ
い
て
の
専
論
は
特
に
見
出
せ
な
い
が
、
た
と
え
ば
『
日
本
歴

史
地
名
大
系
愛
知
県
の
地
名
』
や
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
愛
知
県
』

の
「
甚
目
寺
庄
」
の
項
目
が
い
ず
れ
も
こ
の
相
論
に
触
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
こ
か
ら
は
、
な
ぜ
こ
の
相
論
が
起
こ
り
、
ま
た
そ
れ
が
こ
の
庄
園

の
歴
史
の
上
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
の
か
な
ど
の
点
に
つ
い
て
あ

ま
り
確
認
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
優
れ
た
辞
典
類
の
、

松

島

周

一

や
や
隔
靴
掻
庫
の
感
も
あ
る
記
述
は
、
従
来
の
甚
目
寺
庄
へ
の
理
解
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
わ
れ
わ
れ
に
よ
く
示
し
て
く
れ
る
で
あ

ろ
ゝ
つ
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
破
す
る
た
め
の
視
角
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
諸
研

究
に
よ
っ
て
次
第
に
整
え
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
市

沢
哲
氏
の
「
鎌
倉
後
期
の
公
家
政
権
の
構
造
と
展
開
」
や
川
端
新
氏
の

『
荘
園
制
成
立
史
の
研
究
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
諸
論
で
あ
る
。
そ
の
中
で

も
小
稿
で
の
作
業
に
関
わ
る
部
分
と
し
て
筆
者
が
重
視
し
た
い
の
は
、
ま

ず
市
沢
氏
が
述
べ
ら
れ
た
、
鎌
倉
後
期
に
は
本
家
と
領
家
な
ど
都
市
領
生

聞
で
庄
園
領
有
を
め
ぐ
る
抗
争
が
起
こ
っ
て
い
た
と
の
指
摘
、
徳
政
や
別

相
伝
に
関
わ
る
裁
定
を
例
に
挙
げ
つ
つ
治
天
の
君
が
誰
に
所
職
を
与
え
る

の
か
を
認
定
し
て
い
っ
た
と
の
指
摘
な
ど
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
視
角
は
甚
目
寺
庄
を
め
ぐ
る
鎌
倉
末
期
の
錯
綜
し
た
状
況
を
理

解
す
る
た
め
の
ひ
と
っ
の
鍵
と
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
川
端
氏

は
庄
園
成
立
史
の
研
究
水
準
を
大
き
く
書
き
換
え
る
議
論
を
展
開
さ
れ
た

が
、
そ
の
中
で
も
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
従
来
の
寄
進
の
連
鎖
の
上
に

-
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職
の
重
層
性
が
成
立
す
る
と
の
理
解
に
対
し
て
、
院
や
摂
関
家
な
ど
の
命

令
に
よ
る
い
わ
ば
上
か
ら
の
立
庄
に
庄
園
成
立
の
上
で
大
き
な
意
味
を
見

出
し
た
視
角
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
優
位
な
上
位
者
と
し
て
の
本
家
の
下
、

立
庄
に
関
与
し
た
者
が
預
所
職
を
得
る
の
が
庄
園
の
基
本
構
造
で
あ
る
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
視
角
か
ら
は
、
甚
目
寺
庄
の
成
立
を
考

え
る
た
め
の
手
掛
か
り
や
、
さ
ら
に
以
後
の
伝
領
や
相
論
を
読
み
解
く
た

め
の
前
提
条
件
も
見
出
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
基
本
的
に
こ
れ
ら
に
基

づ
く
現
在
の
研
究
水
準
に
よ
っ
て
史
料
を
検
討
し
、
甚
目
寺
庄
の
成
立
や

伝
来
、
相
論
な
ど
に
っ
い
て
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
な
う
こ
と
が
、
ま

ず
以
て
小
稿
の
目
的
で
あ
る
。

そ
う
し
た
視
角
か
ら
関
係
史
料
を
見
て
行
く
と
、
そ
こ
に
は
所
領
の
確

保
を
求
め
る
側
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
を
認
定
し
、
あ
る
い
は
没
収
し
、

ま
た
做
定
を
下
す
な
ど
の
行
為
を
み
せ
る
上
位
者
の
側
に
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
思
惑
や
立
場
が
存
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
を
整
理
し
、
把
握
し
て

い
く
た
め
に
も
、
当
該
期
の
政
治
情
勢
の
推
移
に
も
目
配
り
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
関
係
史
料
の
文
言
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
多

く
は
訴
訟
に
関
わ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
自
己
主
張
の
色
合
い

が
相
当
に
灌
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
直
ち
に
客
観
的
な
事
実
と
し
て
捉

え
得
る
か
、
誇
張
や
事
実
誤
認
、
曲
解
な
ど
が
無
い
の
か
は
注
意
が
必
要

で
あ
ろ
う
。
そ
の
検
討
の
た
め
に
も
、
庄
園
の
成
立
や
様
相
を
め
ぐ
る
研

究
が
積
み
あ
げ
て
き
た
成
果
を
踏
ま
え
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
の
点
に
も
留
意
し
つ
つ
作
業
を
進
め
た
い
。

ニ

ま
ず
関
係
史
料
を
掲
げ
る
。
京
都
の
勧
修
寺
の
僧
侶
が
相
論
に
加
わ
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
殆
ど
が
「
勧
修
寺
文
書
」
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
従
来
「
大
日
本
史
料

第
六
編
之
二
」
『
同
三
』
に
翻
刻
さ
れ

て
い
た
が
、
近
年
で
は
さ
ら
に
「
愛
知
県
史

資
料
編
八

中
世
こ
に

も
収
載
さ
れ
、
史
料
と
し
て
活
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

史
料
①
「
関
東
御
教
吉
井
事
書
案
」

尾
張
国
甚
目
寺
庄
事
、
々
書
一
通
如
此
、
以
此
旨
、
可
令
中
入
西
園

寺
入
道
前
太
政
大
臣
(
実
兼
)
家
之
状
、
依
仰
執
達
如
件
、

元
応
二
年
七
月
廿
九
日

相
模
守
(
北
条
高
時
)
判

前
武
蔵
守
(
金
沢
貞
顕
)
判

陸
奥
守
(
大
仏
維
貞
)
殿

惟
宗
氏
女
代
成
宝
与
権
右
中
弁
(
堀
川
)
光
継
朝
臣
雑
掌
行
円
相
論

尾
張
国
甚
目
寺
庄
事
、
成
宝
者
、
依
為
得
長
寿
院
領
、
帯
御
治
世

(
後
宇
多
院
)
院
宣
、
行
円
者
賜

新
院
(
花
園
院
)

院
宣
、
及

狼
籍
之
間
、
就
六
波
羅
注
進
被
下
解
状
、
所
番
数
問
答
也
、
訴
陳
之

趣
、
雖
多
子
細
、
光
泰
卿
〔
光
継
父
〕
息
女
〔
号
吉
祥
〕
為
伝
領
之

仁
条
、
両
方
所
進
証
文
無
相
違
欺
、
而
依
称
中
父
子
敵
対
之
由
、
去

吾
冗
々
年
被
付
光
泰
、
々
々
所
労
刻
、
以
当
庄
可
為
伏
見
院
御
領
之

出
載
置
文
、
為
二
代

院
(
伏
見
・
後
伏
見
)
御
領
之
処
、
惟
宗
氏

構
数
通
謀
書
、
掠
賜
御
治
世

院
宣
云
々
、
就
之
相
互
雖
及
謀
実
論
、

云
成
宝
、
云
行
円
、
所
中
共
以
為
非
拠
歎
、
所
詮
吉
祥
女
相
伝
之
地
、
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称
父
子
敵
対
、
永
代
難
被
付
光
泰
卿
之
間
、
不
可
依
彼
置
文
、
仍
難

称
伏
見
院
御
領
、
宜
在

聖
断
之
由
、
可
被
中
入
両

仙
洞
(
後
宇

多
・
後
伏
見
)
之
旨
、
可
言
上
西
園
寺
殿
、

【
〔

〕
は
割
注
。
(

)
は
筆
者
注
。
以
下
同
】

史
料
②
「
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案
」

尾
張
国
甚
目
寺
庄
事
、
如
関
東
状
者
、
非
棄
損
之
義
歎
、
早
可
領
掌

之
由
、
可
令
伝
仰
吉
祥
女
者
、
天
気
如
此
、
価
執
達
如
件
、

元
亨
三
年
二
月
十
三
日

中
宮
大
進
判

謹
上

按
察
法
印
御
房

史
料
③
「
後
醍
醐
天
皇
綸
旨
案
」

尾
張
国
甚
目
寺
庄
、
去
々
年
の

勅
裁
に
ま
か
せ
て
知
行
せ
ら
る
へ

き
よ
し
、
仰
下
さ
れ
候
也
、

正
中
二
年
三
月
十
三
日

左
少
弁
(
万
里
小
路
季
房
)
判

吉
祥
と
の
へ

史
料
④
「
僧
源
淳
重
中
状
」

山
門
東
塔
北
谷
住
侶
源
淳
謹
重
言
上

欲
早
重
賜
御
挙
経

奏
聞
、
且
依
相
伝
道
理
、
且
任
元
亨
・
正
中

勅
做
、
預
聖
断
、
全
知
行
尾
張
国
甚
目
寺
庄
間
事
、

副
進一

通

相
伝
系
図

一
通

関
東
御
教
1

井
事
書
案
〔
元
応
二
年
七
月
廿
九
日
、

吉
祥
女
相
伝
之
子
細
分
明
也
〕

一
通

綸
旨
案
〔
元
亨
三
年
二
月
十
三
日
・
正
中
二
年
三
月

十
三
日
〕

此
外
相
伝
証
文
等
、
依
事
繁
略
之
、

右
庄
者
、
自
勧
修
寺
僧
正
〔
成
宝
〕
坊
至
吉
祥
女
〔
法
名
真
如
〕
、

数
代
相
伝
無
相
違
所
帯
也
、
而
非
分
之
輩
、
閣
本
主
吉
祥
女
、
致
掠

訴
之
間
、
重
々
被
経
御
沙
汰
処
、
為
吉
祥
女
本
主
之
条
、
関
東
事
書

井
去
元
亨
・
正
中
両
度
之

勅
裁
炳
焉
也
、
爰
勧
修
寺
、
当
寺
務
就

被
掠
申
、
不
及
紀
明
之
御
沙
汰
、
去
嘉
暦
元
年
被
下
物
忿
之

綸
旨

之
条
、
難
堪
之
次
第
也
、
所
詮
於
当
庄
者
、
吉
祥
女
重
代
相
伝
無
相

違
之
間
、
去
元
徳
二
年
譲
与
于
源
淳
畢
、
価
去
正
月
賜
御
挙
、
付
進

山
門
職
事
之
処
、
御
奉
行
御
移
伝
之
間
、
不
及
是
非
之
御
沙
汰
之
上

者
、
早
賜
御
挙
状
、
預
急
速
御

奏
聞
、
任
両
度
之

勅
裁
、
預
安

堵

聖
断
、
為
全
知
行
言
上
如
件
、

建
武
元
年
十
月

史
料
⑤
「
甚
目
寺
庄
相
伝
系
図
」

尾
張
国
甚
目
寺
庄
相
伝
系
図

成
宝
《
勧
修
寺
僧
正
房
》
-
菅
原
氏
女
《
熱
田
宮
女
》

藤
王
女
-
違
恵

吉
祥
女
《
法
名
真
如
》

源
淳
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史
料
⑥
「
光
厳
上
皇
院
宣
井
勧
修
寺
領
目
録
写
」

門
跡
領
等
、
御
当
知
行
不
可
有
相
違
之
由
、
院
宣
所
候
也
、
但
言
上

如
件
、

建
武
三
年
九
月
十
七
日

(
四
条
)
隆
蔭

進
上

勧
修
寺
僧
正
御
房

目
録
封
裏
返
進
之
候
、
謹
言
、

勧
修
寺
領

尾
張
国
甚
目
寺

以
上
十
八
箇
所

建
武
三
年
九
月
十
七
日

史
料
⑦
「
勧
修
寺
僧
某
申
状
案
」

尾
張
国
甚
目
寺
庄
者
、
勧
修
寺
長
吏
[

]
為
相
伝
之
地
、
譲
与
養
君
雅
宝
、
雅
[

]
間
、
二
代
5

吏
相
続
知
行
、
未
来
不
易
之
門
、
雖
[

】
門
(
成
ヵ
)
宝
僧
【

】
三
年
如
寺
領
分
譲

門
弟
等
、
或
賄
厳
重
之
遺
誠
、
或
-
(
或
)
加
慰
勲
之
裏
書
、
彼
状
云
、

面
々
志
定
譲
与
之
所
々
、
皆
是
勧
修
寺
沙
汰
之
間
、
相
計
之
処
也
、

然
者
此
人
々
若
他
行
移
往
事
出
来
者
[

]
及
彼
等
進
退
、
為

長
吏
之
下
知
可
致
沙
汰
〔
云
々
、
取
詮
〕
、
随
而
当
[

]
法
印
之
状
、
同
所
載
此
子
細
也
、
而
間
、
雖
片
時
、
離
門
跡
不

可
有
非
分
之
相
承
者
也
、
爰
成
宝
僧
正
入
滅
之
後
、
坊
人
長
尊
法
橋

妻
室
藤
原
氏
女
、
相
語
親
宝
僧
都
〔
成
宝
弟
子
、
非
附
弟
〕
、
令
乞

作
無
窮
之
状
、
恣
令
押
領
之
条
、
言
語
道
断
之
所
行
也
、
縦
親
宝
僧

都
帯
僧
[

]
主
雖
致
沙
汰
、
如
員
外
非

分
之
女
性
及
領
知
者
、
任
置
文
之
旨
、
可
為
門
主
之
進
止
、
況
宗
聖

法
印
伝
領
之
地
、
依
何
事
削
寺
領
之
号
、
永
可
令
牢
寵
哉
、
還
迫
在

于
暗
者
敷
、
且
任
一
代
之
置
文
、
達
諸
人
[

1
1
者
、
徳

改
(
政
力
)
之
専
一
、
諸
寺
諸
家
之
通
規
也
、
然
者
就
親
宝
非
分
之

行
事
、
不
可
被
破
成
宝
態
勲
之
遺
誠
者
哉
、
而
聞
去
嘉
暦
二
年
依
中

立
是
等
子
細
、
被
聞
食
披
、
任
成
宝
僧
正
喜
禄
置
文
[

]
領
之
由
、
黍
預

勅
裁
畢
、
随
而
当
御
代
最
初
、
為
寺
領
十
八

箇
所
内
、
被
下
安
堵

院
宣
、
知
行
不
可
有
相
違
之
処
、
無
左
右
被

召
放
之
間
、
去
年
度
々
雖
歎
申
、
子
今
不
及
御
沙
汰
之
条
、
難
堪
之

愁
訴
也
、
若
猶
不
被
聞
食
委
細
之
所
存
敷
之
間
、
重
勒
子
細
所
言
上

也
、
抑
当
庄
者
関
東
為
閥
所
進

公
家
之
上
者
、
難
被
付
当
寺
之
由

被
仰
下
敷
、
此
条
歎
而
有
余
者
也
、
其
故
者
、
称
菅
原
氏
女
余
流
吉

祥
女
1

伝
領
敷
、
而
依
有
父
子
敵
対
事
、
去
嘉
元
年
中
被
付
光
泰
卿

云
々
、
其
後
光
継
卿
与
惟
宗
氏
女
、
於
関
東
相
論
之
刻
、
執
奏
之
趣

強
非
閥
所
敷
、
如
彼
事
書
者
、
云
成
宝
云
行
円
、
所
中
共
以
為
非
拠

欺
、
所
詮
吉
祥
女
相
伝
之
地
、
不
可
依
彼
置
文
、
男
難
称

伏
見
院

御
領
、
宜
在

聖
断
云
々
、
以
之
案
之
、
破
光
泰
卿
之
寄
進
許
也
、

-
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所
詮
当
寺
専
所
立
申
者
、
雅
宝
法
印
伝
領
以
後
為
寺
領
之
条
、
右
府

将
軍
書
状
以
下
支
証
分
明
之
上
、
成
宝
僧
正
遺
誠
之
趣
、
寺
家
不
住

之
輩
不
可
進
退
寺
領
之
由
、
慰
勲
載
之
、
争
可
被
棄
破
哉
、
就
之
被

返
付
者
、
云
閥
所
之
号
、
云
相
伝
之
仁
、
非
御
沙
汰
限
者
也
、
且
依

烈
祖
之
置
文
被
返
付
旧
領
之
条
、
当
御
代
間
有
其
類
聚
、
依
人
不
事

異
者
哉
、
早
且
被
扶
一
寺
之
滅
亡
、
且
依
嘉
禄
之
置
文
・
嘉
暦
之

勅
裁
等
、
如
元
被
返
付
当
寺
、
弥
抽
御
祈
祷
之
精
誠
矣
。【

[

一
は
閥
字
部
分
]

史
料
⑧
「
法
眼
憲
清
奉
書
」

尾
張
国
甚
目
寺
庄
御
沙
汰
事
、
被
仰
付
候
也
、
落
居
之
時
者
、
上
下

条
庄
務
職
、
可
令
知
行
給
之
由
、
被
仰
下
候
也
、
恐
々
謹
言
、

文
和
三
年
十
一
月
三
日

法
眼
憲
清

(
花
押
)

謹
上

治
部
卿
法
橋
御
房

も
と
も
と
は
「
勧
修
寺
文
書
」
と
し
て
①
~
⑤
が
一
つ
な
が
り
に
纏
め

ら
れ
て
お
り
、
④
の
訴
訟
に
際
し
て
①
、
②
、
③
、
⑤
が
副
え
ら
れ
た
形

と
な
っ
て
い
る
。
⑥
、
⑦
は
こ
れ
と
別
に
「
勧
修
寺
文
書
」
に
収
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
⑧
だ
け
は
甚
目
寺
に
伝
来
し
、
「
甚
目
寺
文
書
」
と
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
元
の
文
書
が
作
成
・
発
給
さ

れ
た
年
代
順
に
配
列
し
直
し
た
。

-
一

一

こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
、
甚
目
寺
庄
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
の
相
論
に
つ
い

て
、
現
存
す
る
史
料
と
し
て
は
、
①
が
最
初
の
も
の
と
な
る
。
そ
こ
に
至

る
ま
で
の
経
緯
は
、
主
に
⑦
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
語
る
と
こ

ろ
で
は
、
も
と
も
と
甚
目
寺
庄
は
鎌
倉
前
期
の
頃
、
長
吏
と
し
て
勧
修
寺

を
統
率
す
る
立
場
に
あ
っ
た
雅
宝
か
ら
成
宝
(
①
に
み
え
る
「
惟
宗
氏
女

代
成
宝
」
と
は
別
人
で
あ
る
。
区
別
の
た
め
、
以
降
で
は
「
惟
宗
氏
女
代

成
宝
」
は
「
成
宝
B
」
と
す
る
)
へ
と
伝
領
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
部
分
は
⑦
に
閥
字
が
あ
り
判
読
し
に
く
い
が
、
「
譲
与
養
君
雅
宝
」

を
ど
う
解
釈
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
あ
と
に
「
雅
宝
法
印
伝
領
以

後
為
寺
領
」
と
あ
る
か
ら
、
動
修
寺
関
係
者
で
最
初
に
こ
の
庄
を
伝
領
し

た
の
は
雅
宝
で
あ
り
、
そ
れ
は
寺
外
の
誰
か
か
ら
「
譲
与
」
さ
れ
た
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
あ
と
次
の
長
吏
で
あ
る
成
宝
僧
正
に
譲
ら
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
雅
宝
・
成
宝
が
つ
づ
け
て
伝
領
し
た
こ
と
で
「
二
代
長
吏

相
続
知
行
」
と
い
う
実
績
が
で
き
、
以
後
の
勧
修
寺
領
と
し
て
の
基
盤
が

固
ま
っ
た
、
と
の
論
理
が
⑦
に
は
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
成
宝
の
「
置
文
」
「
遺
誠
」
が
以
後
の
勧
修
寺
関
係
者
の
伝
領
を
支

え
る
権
威
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

雅
宝
は
「
勧
修
寺
長
吏
次
第
」
に
よ
れ
ば
「
中
納
言
顕
頼
卿
男
」
と
あ

る
。
一
方
、
成
宝
は
「
別
当
惟
房
息
」
と
あ
る
が
、
『
公
卿
補
任
』
を
見

る
限
り
惟
房
の
名
を
持
つ
公
卿
は
戦
国
時
代
ま
で
あ
ら
わ
れ
ず
、
そ
れ
ゆ

え
こ
の
成
宝
の
父
で
あ
り
検
非
違
使
別
当
で
も
あ
る
人
物
が
「
惟
房
」
と

-31



い
う
名
前
で
あ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
こ
れ
は
『
諸
門
跡
譜
』
の
「
勧

修
寺
」
の
項
に
あ
る
よ
う
に
成
宝
を
「
葉
室
別
当
惟
方
男
、
権
中
納
言
顕

頼
孫
、
雅
宝
僧
正
資
」
と
す
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
『
尊
卑
分
脈
』

も
そ
う
し
た
記
載
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
成
宝
は
雅
宝
の
甥
で
あ
り
、

彼
等
は
藤
原
(
葉
室
)
顕
頼
の
系
譜
に
属
す
る
、
の
ち
に
は
勧
修
寺
家
と

い
わ
れ
た
家
流
の
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
顕
頼
の
祖
父
為
房
か
ら
父
顕
隆
、

さ
ら
に
顕
頼
ら
が
白
河
院
や
鳥
羽
院
の
近
臣
と
し
て
勢
威
を
振
る
っ
た
こ

と
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
と
も
と
こ
の
家
は
勧
修
寺

を
氏
寺
的
存
在
と
し
て
い
た
か
ら
、
そ
の
出
身
者
が
5

吏
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
不
自
然
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
家
の
出
身
で
あ
る
雅
宝
・
成
宝
を
通
し
て
勧
修
寺
関
係
者
に

甚
目
寺
庄
が
伝
領
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
想
起

さ
れ
る
の
は
為
房
が
長
治
二
年
(
一
一
〇
五
)
六
月
か
ら
お
そ
ら
く
嘉
承

二
年
(
一
一
〇
七
)
末
ま
で
尾
張
守
を
つ
と
め
て
い
た
こ
と
、
ま
た
為
房

の
息
子
で
あ
り
顕
頼
に
は
叔
父
に
あ
た
る
親
隆
が
久
安
三
年
こ
一
四
七
)

末
か
ら
久
寿
二
年
二
一
五
五
)
末
ま
で
尾
張
守
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

甚
目
寺
庄
は
成
立
の
経
緯
が
不
明
な
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
事
実
か
ら
ひ

と
つ
の
筋
書
を
推
測
し
て
み
た
い
。
こ
の
庄
園
は
、
為
房
も
し
く
は
親
隆

な
ど
こ
の
家
流
の
尾
張
で
の
受
領
活
動
を
も
と
に
、
そ
の
私
領
を
核
と
し

つ
つ
、
彼
ら
が
近
臣
と
し
て
仕
え
る
白
河
あ
る
い
は
鳥
羽
院
の
下
で
、
国

街
領
の
分
割
に
よ
る
庄
園
の
創
出
す
な
わ
ち
立
庄
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。

こ
こ
で
甚
目
寺
庄
を
め
ぐ
る
鎌
倉
末
期
の
相
論
を
記
し
た
①
に
目
を
向

け
る
と
、
成
宝
B
に
院
宣
を
与
え
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
大
覚
寺
統

側
の
論
拠
は
、
こ
の
庄
園
が
「
得
長
寿
院
領
」
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に

存
し
た
。
得
長
寿
院
は
長
承
元
年
(
一
一
三
二
)
三
月
に
鳥
羽
院
の
御
願

寺
と
し
て
創
建
さ
れ
た
が
、
元
暦
二
年
(
一
一
八
五
)
七
月
九
日
の
地
震

で
倒
壊
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
依
為
得
長
寿
院
領
」
と
主
張
す
る
こ
と
が

鎌
倉
末
期
の
実
態
と
し
て
妥
当
で
あ
っ
た
の
か
は
疑
問
が
残
る
が
、
こ
う

し
た
主
張
を
大
覚
寺
統
が
行
な
い
得
た
の
は
、
甚
目
寺
庄
が
本
来
は
平
安

末
期
に
院
権
力
の
下
で
御
願
寺
領
と
し
て
立
庄
さ
れ
た
事
実
が
あ
り
、
そ

の
認
識
が
残
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
天
皇
家
領
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
甚
目
寺
庄
へ
の
、
本
家
と
し
て
の
権
限
を
大
覚
寺
統
が

行
使
す
る
と
の
姿
勢
が
、
こ
の
文
言
に
は
窺
え
る
。
甚
目
寺
庄
の
出
発
点

と
し
て
は
、
ま
ず
天
皇
家
領
と
い
う
側
面
を
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
は
な

い
か
。
こ
う
し
た
捉
え
方
は
、
現
在
の
庄
園
成
立
を
め
ぐ
る
研
究
史
と
も

整
合
す
る
で
あ
ろ
う
。

前
記
の
よ
う
に
、
庄
園
成
立
史
に
関
わ
る
現
在
の
研
究
水
準
を
考
え
る

時
、
川
端
雜
氏
の
業
績
を
逸
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

は
院
や
摂
関
家
な
ど
の
命
令
に
よ
る
い
わ
ば
上
か
ら
の
立
庄
に
庄
園
成
立

の
上
で
の
重
要
な
段
階
を
見
出
す
視
角
で
あ
り
、
そ
の
理
解
に
よ
れ
ば
優

位
な
上
位
者
と
し
て
の
本
家
の
下
、
立
庄
に
関
与
し
た
者
が
預
所
職
を
得

る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
庄
園
の
基
本
構
造
へ
の
視
角
に
立
脚
す
れ
ば
、

甚
目
寺
庄
の
場
合
で
も
、
白
河
も
し
く
は
鳥
羽
院
か
そ
の
統
率
下
に
あ
る

天
皇
家
を
本
家
と
し
、
そ
の
命
令
に
よ
っ
て
近
臣
で
あ
る
為
房
流
の
一
族

が
預
所
と
な
る
形
で
の
庄
園
形
成
が
行
な
わ
れ
た
(
岡
野
友
彦
氏
の
端
的

-
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な
表
現
に
従
え
ば
、
院
の
掌
握
す
る
国
土
領
有
権
を
、
近
臣
と
し
て
為
房

流
が
給
付
さ
れ
た
)
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
国
管
領
を
分
割
し
て
庄
園
に

組
み
込
む
た
め
に
尾
張
守
の
地
位
を
当
事
者
が
占
め
て
い
る
、
も
し
く
は

占
め
て
い
た
こ
と
が
有
効
な
助
け
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
、
も
っ
と

も
以
降
の
展
開
に
整
合
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。
甚
目
寺
庄
が
雅
宝
・
成
宝

に
譲
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
勧
修
寺
関
係
者
に
伝
領
さ
れ
た
と
い
う
根
本
の
部

分
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
ご
く
自
然
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

推
測
を
さ
ら
に
補
強
し
て
く
れ
る
の
が
、
先
に
も
触
れ
た
「
…
…
為
相
伝

之
地
、
譲
与
養
君
雅
宝
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
、
閥
字
の
た
め

必
ず
し
も
文
意
が
定
か
で
は
な
い
が
、
成
宝
が
雅
宝
の
「
資
」
す
な
わ
ち

弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
し
て
、
師
と
し
て
成
宝
の
「
養
君
」
で
も
あ

っ
た
雅
宝
に
、
そ
の
縁
か
ら
甚
目
寺
庄
の
所
職
が
譲
ら
れ
た
、
と
の
意
で

あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
譲
与
を
行
な
っ
た
、
雅
宝
以
前
の
所
職

の
保
有
者
は
成
宝
の
関
係
者
、
す
な
わ
ち
為
房
の
子
孫
で
あ
る
勧
修
寺
流

の
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
お
そ
ら
く
、
成
宝
の
父
で
あ
る
惟
方

な
ど
が
、
自
ら
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
所
職
の
権
利
を
「
譲
与
」
し
た
と
想

定
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。
川
端
氏
に
従
っ
て
考
え
れ
ば
、

そ
れ
は
お
そ
ら
く
預
所
職
レ
ベ
ル
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
こ
で
少
し
先
走
っ
て
述
べ
る
と
、
そ
の
甚
目
寺
庄
が
勧
修
寺

と
い
う
寺
院
内
部
に
譲
与
さ
れ
、
相
伝
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
得
長
寿
院

が
早
い
段
階
で
廃
絶
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
が
相
侯
っ
て
、
も
と
も

と
の
本
家
で
あ
る
天
皇
家
の
存
在
が
次
第
に
薄
れ
、
鎌
倉
末
期
と
も
な
る

と
そ
の
権
利
は
有
名
無
実
化
し
て
い
き
、
そ
の
た
め
相
論
に
お
い
て
様
々

の
錯
綜
し
た
主
張
が
生
ず
る
こ
と
と
な
っ
て
行
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
詳
し
い
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
た
と
え
ば
花
園
院
が

元
応
元
年
(
言
二
九
)
に
「
而
雖
如
形
、
院
中
公
事
又
非
黙
止
、
如
男

女
又
無
奉
公
之
仁
者
不
可
叶
之
間
、
或
相
伝
之
私
領
久
有
不
返
給
之
地
、

或
年
貢
不
済
之
地
、
始
有
宛
課
役
、
旁
以
非
議
是
多
、
殊
非
朕
之
本
意
」

と
述
べ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
天
皇
家
の
管
領
す
る
所
領
の
中
に
「
年
貢

不
済
之
地
」
が
存
在
し
て
、
そ
の
回
復
の
た
め
に
強
硬
な
手
段
を
と
る
こ

と
も
あ
っ
た
状
況
を
窺
わ
せ
る
と
思
う
。
そ
の
た
め
、
天
皇
家
内
の
家
流

で
あ
る
持
明
院
統
が
知
行
者
の
改
替
な
ど
で
改
め
て
そ
れ
を
管
領
し
よ
う

と
す
る
こ
と
が
「
始
有
宛
課
役
」
と
も
見
え
る
よ
う
な
現
象
と
な
り
、
あ

た
か
も
新
し
い
知
行
者
か
ら
の
「
寄
進
」
で
あ
る
か
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

る
こ
と
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

話
を
雅
宝
に
戻
す
と
、
彼
は
『
勧
修
寺
長
吏
次
第
』
に
(
建
久
元
年

二
一
九
〇
)
五
月
十
三
日
卒
〔
六
十
〕
」
と
あ
り
、
鎌
倉
時
代
最
初
期
ま

で
生
存
し
た
人
物
で
あ
る
。
⑦
で
は
「
右
府
将
軍
書
状
以
下
支
証
分
明
」

と
い
う
か
ら
、
甚
目
寺
庄
の
領
有
に
つ
い
て
源
頼
朝
か
ら
の
安
堵
も
得
て

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
あ
と
の
成
宝
は
、
「
勧
修
寺
長
吏
次
第
」

で
は
「
任
日
未
考
」
と
あ
る
か
ら
正
確
な
任
命
の
日
付
は
不
明
で
あ
る
も

の
の
、
雅
宝
の
没
後
ま
も
な
く
長
吏
の
立
場
を
継
い
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
安
貞
元
年
(
一
二
二
七
)
十
二
月
十
七
日
卒
〔
六
十
九
〕
」
と
あ
る
か
ら
、

三
十
代
前
半
く
ら
い
で
の
相
承
で
あ
っ
た
か
。
な
お
、
彼
が
没
し
た
安
貞

元
年
は
嘉
禄
三
年
か
ら
改
元
さ
れ
た
年
で
あ
る
か
ら
、
⑦
に
み
え
る
「
成

宝
僧
正
嘉
禄
置
文
」
と
の
表
現
と
は
ち
ょ
う
ど
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に
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み
て
く
る
と
、
⑦
の
「
…
…
門
(
成
力
)
宝
僧
【

】
三
年

如
寺
領
分
譲
門
弟
等
、
或
胎
厳
重
之
遺
誠
、
或
J
(
或
)
加
懇
勲
之
裏
書
」

と
い
う
部
分
は
、
閥
字
を
含
ん
で
解
釈
し
に
く
い
も
の
の
、
お
そ
ら
く
成

宝
に
よ
っ
て
嘉
禄
三
年
に
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
置
文
を
指
し
て
の
説

明
と
捉
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

四

雅
宝
・
成
宝
の
両
者
よ
り
以
降
、
⑦
で
は
甚
目
寺
庄
を
、
鎌
倉
時
代
を

通
し
て
勧
修
寺
関
係
者
に
よ
り
「
進
退
」
が
な
さ
れ
る
「
寺
領
」
と
し
て

継
続
し
た
と
主
張
す
る
が
、
そ
れ
と
対
立
す
る
主
張
を
行
な
っ
た
の
が
、

①
や
④
な
ど
に
み
え
る
よ
う
に
、
成
宝
か
ら
菅
原
氏
女
が
譲
り
を
受
け
、

そ
こ
か
ら
こ
の
庄
が
伝
領
さ
れ
た
と
す
る
、
吉
祥
女
へ
と
繋
が
る
系
列
の

者
た
ち
で
あ
っ
た
。
双
方
の
主
張
は
平
行
線
を
辿
ら
ざ
る
を
得
な
い
し
、

そ
の
対
立
は
長
期
に
わ
た
っ
て
つ
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
。
「
光
泰
卿
〔
光

継
父
〕
息
女
〔
号
吉
祥
〕
為
伝
領
之
仁
条
、
両
方
所
進
証
文
無
相
違
歎
」

と
い
う
①
で
の
幕
府
の
認
定
な
ど
か
ら
見
る
と
、
吉
祥
女
へ
と
つ
な
が
る

側
か
実
質
的
な
甚
目
寺
庄
の
支
配
に
関
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
残

念
な
が
ら
具
体
的
な
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
七
十
年
以
上
に
わ
た
っ
た
で

あ
ろ
う
そ
の
対
立
に
大
き
な
変
化
が
訪
れ
た
の
が
、
嘉
元
元
年
(
一
三
〇

三
)
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
①
に
あ
る
よ
う
に
、
甚
目
寺
庄
を
受
け
継
い
で

い
た
吉
祥
女
が
、
そ
の
父
で
あ
る
藤
原
光
泰
と
「
父
子
敵
対
」
と
な
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
甚
目
寺
庄
は
光
泰
に
「
被
付
」
た
の
で
あ
る
。
そ
の
裁

定
を
具
体
的
に
誰
が
行
な
っ
た
か
は
史
料
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
述

す
る
よ
う
に
、
持
明
院
統
の
伏
見
上
皇
な
ど
の
「
勅
裁
」
で
あ
っ
た
可
能

性
も
高
い
と
思
う
。
ま
た
、
あ
る
い
は
当
時
は
大
覚
寺
統
の
後
二
条
天
皇

の
治
世
で
あ
り
、
後
宇
多
院
に
よ
る
院
政
の
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
、
形
と

し
て
は
(
伏
見
院
の
意
向
な
ど
も
受
け
つ
っ
)
そ
の
下
で
②
や
③
の
よ
う

な
「
勅
裁
」
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
吉
祥
女
と
の
「
父
子
敵
対
」
ゆ
え
に
光
泰
の

甚
目
寺
庄
に
対
す
る
権
利
を
認
め
る
よ
う
な
こ
の
裁
定
は
無
茶
で
あ
る
。

吉
祥
女
は
「
法
名
真
如
」
と
あ
る
よ
う
に
、
出
家
し
た
立
場
で
甚
目
寺
庄

を
相
伝
し
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
は
「
父
子
」
の
関
係
で
光
泰
か
ら
受
け
継

い
だ
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
故
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
罷
り
通
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
①
に
「
光
泰
所
労
刻
、
以
当
庄
可
為
伏
見
院
御

領
之
由
載
置
文
、
為
二
代

院
(
伏
見
・
後
伏
見
)
御
領
」
と
あ
る
こ
と

が
手
掛
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
光
泰
は
「
公
卿
補
任
」
に
よ
る
と

嘉
元
三
年
三
月
に
没
し
て
い
る
が
、
そ
の
際
に
甚
目
寺
庄
を
伏
見
院
領
と

し
て
奉
仕
す
る
よ
う
置
文
を
残
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
推
測

で
き
る
の
は
、
光
泰
に
よ
る
甚
目
寺
庄
の
知
行
が
可
能
と
な
っ
た
背
後
に

は
、
持
明
院
統
の
圧
力
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

前
記
の
よ
う
に
当
時
は
大
覚
寺
統
の
治
世
で
あ
っ
た
が
、
光
泰
に
よ
る
甚

目
寺
庄
知
行
が
実
現
し
た
嘉
元
元
年
に
は
、
ま
だ
持
明
院
統
の
中
心
的
存

在
で
あ
る
後
深
草
院
が
健
在
で
あ
り
(
崩
御
は
嘉
元
二
年
)
、
大
覚
寺
統

の
中
心
で
あ
る
亀
山
院
(
嘉
元
三
年
崩
御
)
と
並
び
立
っ
て
い
た
。
そ
う

-
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し
た
両
者
も
し
く
は
両
勢
力
間
の
政
治
的
折
衝
に
よ
っ
て
、
こ
の
庄
園
を

持
明
院
統
の
も
の
と
す
る
了
解
が
な
さ
れ
、
そ
の
持
明
院
統
の
下
で
の
預

所
職
が
光
泰
に
給
付
さ
れ
た
た
め
に
、
表
面
に
あ
ら
わ
れ
る
領
主
の
レ
ベ

ル
で
は
吉
祥
女
か
ら
光
泰
へ
の
知
行
の
移
動
が
起
こ
っ
た
よ
う
に
見
え
る

と
考
え
れ
ば
、
一
見
す
る
と
不
自
然
な
事
態
の
推
移
を
整
合
的
に
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
嘉
元
年
間
の
出
来
事
は
、
こ
の

庄
園
の
成
立
過
程
を
平
安
末
期
の
院
政
の
下
に
お
け
る
御
願
寺
領
と
し
て

の
立
庄
と
近
臣
の
関
与
(
い
わ
ば
天
皇
家
領
の
一
部
と
し
て
の
形
成
)
、

そ
の
近
臣
へ
の
預
所
職
の
給
付
と
い
う
枠
組
に
よ
っ
て
捉
え
よ
う
と
し
た

前
記
の
見
方
と
つ
な
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
光
泰
は
娘
の
吉
祥
女
か
ら
甚
目
寺
庄
の
知
行
(
預
所
と
し
て
も
の

で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
百
数
十
年
の
「
相
伝
」
の
間
に
実
質
的
に
領
家

化
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
)
を
奪
取
す
る
に
当
た
り
、
有
名
無
実

化
し
て
い
た
本
家
の
一
員
で
あ
る
持
明
院
統
に
助
け
を
求
め
、
改
め
て
奉

仕
を
す
る
こ
と
を
約
す
「
寄
進
」
を
行
な
っ
た
。
そ
れ
は
当
時
の
「
治
世
」

で
あ
っ
た
大
覚
寺
統
か
ら
も
認
め
ら
れ
、
天
皇
家
内
で
も
持
明
院
統
を
本
家

と
す
る
甚
目
寺
庄
の
あ
り
よ
う
が
改
め
て
確
定
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の

庄
は
伏
見
・
後
伏
見
の
「
二
代

院
御
領
」
と
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

⑦
に
甚
目
寺
庄
を
「
光
泰
卿
之
寄
進
」
と
す
る
文
言
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
以
上
の
よ
う
な
展
開
を
捉
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
に

受
け
と
れ
ば
、
甚
目
寺
庄
へ
の
、
本
家
と
し
て
の
天
皇
家
の
関
与
を
嘉
元

以
降
に
限
定
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
表
現

は
①
な
ど
に
は
見
え
ず
、
南
北
朝
期
に
入
っ
て
、
持
明
院
統
の
系
譜
で
あ

る
北
朝
に
よ
っ
て
甚
目
寺
庄
を
奪
わ
れ
た
側
の
勧
修
寺
が
作
成
し
た
⑦
の

文
書
に
は
じ
め
て
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
陳
述
は
、
当
該
庄
園
の
知

行
権
を
与
え
た
持
明
院
統
の
側
で
は
な
く
、
与
え
ら
れ
た
側
の
行
為
と
権

利
を
強
調
す
る
論
旨
や
表
現
が
、
事
実
よ
り
も
大
袈
裟
に
用
い
ら
れ
た
も

の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
直
ち
に
歴
史
的
な
事
実
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に
こ
う
し
た
知
行
者
の
交
替
と
い
う
展
開
の
背
景
を
考
え
て
み
る

と
、
市
沢
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
鎌
倉
後
期
に
は
本
家
側
に
よ

る
収
益
確
保
の
た
め
の
庄
園
支
配
強
化
が
進
行
し
、
預
所
な
ど
下
位
の
職

を
保
有
す
る
側
と
の
衝
突
が
起
こ
っ
て
、
職
の
秩
序
が
動
揺
し
て
い
た
こ

と
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
視
角
か
ら
は
、
こ
の
甚
目
寺
庄

に
お
け
る
吉
祥
女
か
ら
藤
原
光
泰
へ
の
預
所
(
も
し
く
は
領
家
)
職
の
交

替
も
、
持
明
院
統
に
と
っ
て
よ
り
自
ら
に
近
く
統
制
し
や
す
い
、
す
な
わ

ち
「
院
御
領
」
と
し
て
の
実
質
を
強
め
や
す
い
者
へ
の
恣
意
的
な
切
り
替

え
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
持
明
院
統

な
ど
の
上
位
者
に
よ
る
知
行
者
の
交
替
と
い
う
現
象
は
、
他
に
も
例
を
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
「
伊
勢
国
証
誠
寺
」
に
つ
い
て
花
園
院

は
「
(
松
殿
)
冬
房
卿
相
伝
庄
、
(
伏
見
)
院
御
管
領
之
時
、
召
放
之
給
女

房
、
朕
雖
知
冬
房
理
、
依
閥
如
子
今
未
返
給
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
と
え

「
相
伝
」
の
「
理
」
が
あ
っ
て
も
、
上
位
者
の
恣
意
に
よ
っ
て
知
行
を
奪

わ
れ
る
事
態
が
起
こ
り
得
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
鎌
倉
末
期
と
も
な
れ
ば
、
庄
園
成
立
時
の
本
家
(
上
位
者
)
優

位
の
構
図
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
に
せ
よ
、
「
相
伝
」
を
重
ね
既
成
事
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実
を
積
み
あ
げ
た
預
所
あ
る
い
は
領
家
の
側
も
、
簡
単
に
は
本
家
の
措
置

に
従
わ
ず
、
自
ら
の
権
利
を
主
張
し
て
抵
抗
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
立
庄
自
体
は
本
家
に
よ
る
も
の
と
し
て
も
、
そ
の
出
発
点
に
は
関
係

者
の
私
領
を
核
と
す
る
よ
う
な
「
寄
進
」
も
庄
園
形
成
の
一
環
と
し
て
存

し
た
と
思
わ
れ
る
し
、
そ
こ
か
ら
代
を
重
ね
た
「
相
伝
」
の
論
理
も
預
所

な
ど
の
権
利
を
正
当
化
す
る
上
で
は
一
定
の
有
効
性
を
待
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
た
と
え
ば
花
園
院
が
退
位
後
の
元
応
元
年
(
一
三
一
九
)
に
「
隠

居
之
思
」
を
抱
き
「
抑
朕
管
領
之
中
、
相
伝
之
地
、
本
主
不
返
給
之
所
両

所
相
残
、
於
自
余
者
、
随
分
廻
思
慮
所
返
付
也
」
と
述
懐
し
て
い
る
の
も
、

ひ
と
つ
に
は
所
領
の
経
営
と
維
持
に
著
悩
す
る
生
真
面
目
す
ぎ
た
彼
の
性

格
も
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
は
上
位
者
の
恣
意
に
よ
っ

て
「
相
伝
」
の
権
利
を
奪
わ
れ
た
側
か
ら
の
反
発
と
異
議
申
し
立
て
の
働

き
か
け
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
著
悩
を
花
園
院
が
抱
く
こ
と
に

な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
上
位
者
の
側
が
預
所
な
ど
下
位
者
の

職
を
恣
意
的
に
奪
う
よ
う
な
職
の
秩
序
の
混
乱
に
対
処
す
る
内
容
を
、
当

時
の
公
家
新
制
に
見
出
せ
る
こ
と
が
、
市
沢
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

五

以
上
の
よ
う
な
前
提
と
展
開
の
あ
と
に
、
元
応
二
年
(
一
三
二
〇
)
近

く
な
っ
て
①
の
よ
う
な
相
論
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
で
は
そ
こ
に
載

る
鎌
倉
幕
府
の
做
定
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま

ず
相
論
自
体
の
中
身
で
あ
る
が
、
「
惟
宗
氏
女
代
成
宝
与
権
右
中
弁
(
堀

川
)
光
継
朝
臣
雑
掌
行
円
相
論
尾
張
国
甚
目
寺
庄
事
、
成
宝
者
、
依
為
得

長
寿
院
領
、
帯
御
治
世
(
後
宇
多
院
)
院
宣
、
行
円
者
賜

雜
院
(
花
園

院
)

院
宣
、
及
狼
籍
」
と
い
う
展
開
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
持
明
院
統
の

下
で
甚
目
寺
庄
の
支
配
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
大
覚
寺
統
側

か
立
場
を
変
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。
惟
宗
氏
女
の
代
理
で
あ
る
成
宝
B
は

後
宇
多
院
宣
を
得
て
い
る
と
し
て
甚
目
寺
庄
の
知
行
を
主
張
し
た
と
い

う
。
前
記
の
よ
う
に
、
得
長
寿
院
は
鳥
羽
院
の
御
願
寺
で
は
あ
っ
た
が
鎌

倉
初
期
に
は
廃
絶
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
院
領
で
あ
る
と
の

言
い
分
は
実
体
の
無
い
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
そ
れ
を
認
め
、
持

明
院
統
が
伏
見
・
後
伏
見
二
代
に
わ
た
っ
て
本
家
と
し
て
振
る
舞
っ
て
き

た
(
「
二
代

院
御
領
」
と
は
そ
う
し
た
意
味
で
あ
ろ
う
)
経
緯
と
真
っ

向
か
ら
対
立
す
る
院
宣
を
大
覚
寺
統
は
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
前
記
の
よ
う
に
、
後
宇
多
院
宣
が
甚
目
寺
庄
を
「
得
長
寿
院
領
」

と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
庄
が
天
皇
家
領
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
推

測
せ
し
め
る
も
の
で
あ
り
、
大
覚
寺
統
が
そ
の
本
家
と
し
て
の
権
限
を
持

明
院
続
か
ら
奪
っ
て
行
使
す
る
と
の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ

こ
う
し
た
大
覚
寺
統
の
動
き
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
鎌
倉
後
期
に
治

天
の
君
権
力
が
庄
園
所
職
の
個
別
安
堵
を
行
な
う
方
向
性
が
あ
ら
わ
れ
る

こ
と
を
、
市
沢
氏
が
徳
政
や
別
相
伝
に
関
わ
る
事
例
か
ら
指
摘
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
甚
目
寺
庄
の
場
合
で
も
、
治
天
の
君
で
あ
る
後
宇
多
院

の
院
宣
に
よ
っ
て
新
し
い
職
の
保
有
者
(
惟
宗
氏
女
)
が
指
定
さ
れ
た
と
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い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
対
抗
相
手
と
な
る
堀
川
光
継
を
支
え
る
の

は
、
や
は
り
天
皇
家
の
一
流
で
あ
り
、
嘉
元
以
来
こ
の
元
応
二
年
ま
で
の

十
数
年
間
に
わ
た
る
実
効
支
配
に
よ
っ
て
「
二
代

院
御
領
」
と
し
て
の

実
績
を
重
ね
た
持
明
院
統
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
治
天
の
君
と
そ
れ

に
対
抗
し
得
る
本
家
と
の
対
立
と
い
う
状
況
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
が
、

こ
の
相
論
な
の
で
あ
っ
た
。
貴
族
政
権
側
で
対
処
し
き
れ
な
い
の
は
当
然

で
あ
り
、
訴
訟
当
事
者
で
あ
る
成
宝
B
と
行
円
か
幕
府
の
裁
定
を
求
め
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
の
は
自
然
な
流
れ
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
勿
論
、
実
質

的
に
は
大
覚
寺
統
と
持
明
院
統
の
争
い
が
幕
府
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
う
し
た
事
例
は
他
に
も
見
出
せ
る
。
た
と
え
ば
花
園
院
は
元
亨

元
年
(
コ
ご
二
)
四
月
に
こ
う
述
べ
る
。
「
故
室
町
院
御
遺
領
内
備
中

国
園
庄
、
生
田
禅
尼
依
訴
中
、
被
遣
院
宣
於
関
東
云
々
、
是
偏
可
為
本
所

之
進
止
、
豊
依
政
務
可
有
此
沙
汰
乎
、
悟
遣
院
宣
於
関
東
、
可
仰
披
之
趣

仰
合
定
資
卿
也
、
近
日
政
道
多
如
此
歎
」
と
。
「
本
所
」
は
持
明
院
統
で

あ
り
、
「
政
務
」
は
後
醍
醐
天
皇
を
擁
す
る
大
覚
寺
統
で
あ
る
。
両
者
の

本
家
と
し
て
の
所
領
争
い
が
幕
府
の
裁
定
に
委
ね
ら
れ
た
事
例
で
あ
り
、

甚
目
寺
庄
の
場
合
と
相
似
の
展
開
で
あ
っ
た
。
で
は
幕
府
は
こ
の
よ
う
な

状
況
に
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

「
云
成
宝
、
云
行
円
、
所
中
共
以
為
非
拠
歎
」
と
、
ど
ち
ら
の
主
張
も

退
け
、
嘉
元
以
前
の
状
態
へ
の
復
帰
で
あ
る
「
吉
祥
女
相
伝
之
地
」
と
の

結
論
を
示
し
つ
つ
、
最
後
の
判
定
は
「
宜
在

聖
断
」
と
天
皇
の
裁
定
に

委
ね
る
①
で
の
幕
府
の
姿
勢
は
、
一
種
中
立
的
な
対
処
の
仕
方
と
も
見
え

る
。
そ
の
本
音
は
、
天
皇
家
の
内
輪
揉
め
に
は
で
き
れ
ば
巻
き
込
ま
れ
た

く
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
同
時
に
こ
の

判
断
は
、
甚
目
寺
庄
を
「
吉
祥
女
相
伝
之
地
」
と
す
る
こ
と
で
、
「
称
父

子
敵
対
、
永
代
難
被
付
光
泰
卿
之
間
、
不
可
依
彼
置
文
、
男
雛
称
伏
見
院

御
領
」
す
な
わ
ち
光
泰
が
吉
祥
女
か
ら
甚
目
寺
庄
の
知
行
を
取
り
あ
げ
た

こ
と
自
体
を
否
定
し
、
そ
れ
ゆ
え
光
泰
の
「
置
文
」
に
よ
る
「
院
御
領
」

化
も
無
か
っ
た
こ
と
に
な
る
と
の
論
理
展
開
に
よ
り
、
伏
見
院
領
と
し
て

の
現
状
も
白
紙
に
戻
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

光
泰
の
「
置
文
」
に
よ
っ
て
甚
目
寺
庄
が
伏
見
院
領
と
な
っ
た
と
い
う

捉
え
方
は
、
お
そ
ら
く
自
ら
の
立
場
は
改
替
可
能
な
薄
弱
な
も
の
で
は
な

く
、
持
明
院
統
の
本
家
支
配
と
一
体
で
あ
る
と
す
る
、
い
わ
ば
自
ら
の
職

の
正
統
性
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
堀
川
光
継
側
の
論
理
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
た
だ
ち
に
事
実
を
示
す
も
の
と
は
い
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

既
述
の
よ
う
に
、
光
泰
が
吉
祥
女
か
ら
甚
目
寺
庄
の
知
行
を
取
り
あ
げ
る

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
自
体
、
も
と
も
と
こ
の
庄
園
が
天
皇
家
領
の

ひ
と
つ
と
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
鎌
倉
末
期
に
そ
の
実
体
化

の
流
れ
の
中
で
持
明
院
統
の
「
院
御
領
」
と
さ
れ
、
そ
の
際
に
は
じ
め
か

ら
光
泰
に
こ
の
知
行
を
給
付
す
る
と
の
持
明
院
統
の
姿
勢
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
を
前
提
と
し
て
実
現
さ
れ
た
事
柄
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ

う
に
、
こ
の
庄
の
知
行
は
以
降
も
預
所
も
し
く
は
領
家
職
の
レ
ベ
ル
で
再

三
の
交
替
が
な
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
自
体
が
、
知
行
を
給
付
し
、
ま

た
没
収
す
る
上
位
者
で
あ
る
本
家
の
優
位
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

光
泰
の
「
置
文
」
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
お
そ
ら

く
、
天
皇
家
領
と
し
て
の
甚
目
寺
庄
を
再
建
し
よ
う
と
し
た
持
明
院
統
が
、
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そ
の
際
に
光
泰
に
所
職
を
給
付
し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
奉
仕
義
務
を
果
た

す
よ
う
戒
め
た
内
容
で
あ
り
、
行
円
ら
の
い
わ
ば
法
廷
戦
術
と
し
て
、

「
寄
進
」
的
な
行
為
と
説
明
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
で
は
、
な

ぜ
幕
府
の
做
定
は
、
そ
の
「
置
文
」
を
伏
見
院
領
化
の
出
発
点
に
据
え
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
端
的
に
言
っ
て
、
治
天
の
君
と
な
っ
た
後
宇
多
院
す
な
わ
ち
大

覚
寺
統
の
主
張
に
も
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
幕
府
に
と
っ
て
、
好
都

合
な
論
理
で
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
真
っ
向
か
ら
天
皇
家
内
部
の
分

裂
に
よ
る
権
利
争
い
に
白
黒
を
つ
け
る
よ
う
な
責
任
を
背
負
い
込
ま
な
く

と
も
、
こ
の
論
理
に
乗
っ
か
れ
ば
、
堀
川
家
側
の
立
場
を
論
難
す
る
こ
と

で
、
あ
と
は
ほ
ぼ
自
動
的
に
「
二
代

院
御
領
」
の
現
実
を
尊
重
し
な
く

て
も
済
む
と
い
う
展
開
に
持
ち
込
め
る
の
で
あ
る
か
ら
。
た
だ
、
そ
の
場

合
に
幕
府
は
、
持
明
院
統
側
か
そ
の
地
を
実
質
的
に
院
領
化
し
て
き
た
現

実
を
否
定
す
る
方
向
性
に
踏
み
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
幕

府
の
裁
定
の
影
響
を
考
え
る
と
、
大
覚
寺
統
に
と
っ
て
は
実
体
の
無
い
主

張
を
否
定
さ
れ
て
も
別
に
痛
庫
を
感
じ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
持
明
院
統
は

現
実
の
「
二
代

院
御
領
」
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
も
、

そ
れ
を
最
終
的
に
裁
定
す
る
「
聖
断
」
は
、
大
覚
寺
統
の
後
醍
醐
天
皇
に

よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
幕
府
が
示
し
た
も
の
は
、
実

質
的
に
は
大
覚
寺
統
寄
り
の
姿
勢
で
あ
っ
た
と
捉
え
得
る
。

こ
こ
で
、
次
の
な
ぜ
が
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
こ
の
時
に
大
覚

寺
統
は
、
幕
府
に
こ
ん
な
配
慮
を
さ
せ
る
よ
う
な
、
甚
目
寺
庄
に
対
す
る

本
家
と
し
て
の
立
場
の
強
調
と
い
う
強
硬
姿
勢
を
露
わ
に
す
る
こ
と
に
な

つ
た
の
か
。
筆
者
は
そ
の
理
由
を
、
文
保
元
年
(
一
三
一
七
)
か
ら
二
年

に
か
け
て
進
行
し
た
、
持
明
院
統
か
ら
大
覚
寺
統
へ
の
政
権
の
移
動
に
求

め
た
い
と
思
う
。
①
が
出
さ
れ
た
の
は
元
応
二
年
(
一
三
二
〇
)
七
月
で

あ
っ
た
。
こ
の
相
論
は
そ
の
前
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
筈
で
あ
り
、
時
期
的

に
は
ち
ょ
う
ど
、
文
保
二
年
二
月
に
持
明
院
統
の
花
園
天
皇
が
大
覚
寺
統

の
後
醍
醐
天
皇
に
譲
位
し
た
前
後
が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

時
、
持
明
院
統
は
延
慶
元
年
(
一
三
〇
八
)
八
月
の
花
園
践
祚
以
来
の
、

九
年
余
り
に
及
ん
だ
政
権
の
座
か
ら
転
落
し
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
大

覚
寺
統
は
か
つ
て
の
後
二
条
天
皇
の
治
世
の
よ
う
に
再
び
後
宇
多
院
政
に

よ
る
「
御
治
世
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
市

沢
氏
が
臨
川
寺
領
を
事
例
に
、
元
弘
の
乱
に
よ
る
後
醍
醐
天
皇
の
失
脚
と

光
厳
天
皇
の
践
祚
が
治
天
の
君
に
よ
る
給
主
の
交
替
を
引
き
起
こ
し
た
こ

と
を
指
摘
し
、
王
家
領
を
め
ぐ
る
両
統
の
対
立
に
言
及
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
文
保
の
天
皇
(
さ
ら
に
は
治
天
の
君
)
交
替
も
ま
た
、
同
様
な
混
乱

を
惹
起
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。
当
時
、
同

様
な
事
例
は
い
く
つ
か
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
元
応
元
年
に
は
「
室
町

院
御
遺
領
」
と
し
て
伏
見
院
か
ら
花
園
院
へ
と
持
明
院
統
内
で
管
領
さ
れ

て
き
た
「
伊
勢
国
証
誠
寺
」
を
「
自
(
後
宇
多
)
法
皇
無
故
被
召
之
」
と

い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
元
亨
二
年
(
一
三
二
二
)
の
播
磨
国
賀

屋
庄
を
め
ぐ
る
動
き
は
も
っ
と
露
骨
で
あ
る
。
「
賀
屋
間
事
、
為
安
楽
光

院
領
之
由
、
自
(
伏
見
)
院
有
勅
做
、
随
又
自
(
後
宇
多
)
法
王
被
下
院

宣
、
両
代
已
如
此
、
無
左
右
被
宛
行
他
人
、
可
物
忿
歎
之
由
所
存
也
、
但

本
理
非
者
未
委
知
、
有
御
問
答
後
、
可
被
下
綸
旨
歎
」
と
い
う
か
ら
、
大
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覚
寺
統
の
後
宇
多
院
も
認
め
て
い
た
持
明
院
統
の
管
領
(
安
楽
光
院
は
持

明
院
の
内
に
あ
る
)
を
、
後
醍
醐
天
皇
が
「
綸
旨
」
で
引
っ
く
り
返
そ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
覚
寺
統
が
以
前
の
方
針
を
転
換
し
て
、
持

明
院
統
が
管
領
す
る
所
領
の
奪
取
に
動
い
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
示
す
事

例
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
動
向
は
庄
園
に
っ
い
て
ば
か
り
で
は

な
く
、
分
国
・
知
行
国
の
レ
ベ
ル
で
も
顕
著
に
な
っ
て
い
た
。
文
保
当
時

の
持
明
院
統
は
、
天
皇
の
交
替
が
、
新
帝
の
属
す
る
側
か
ら
の
攻
勢
に
よ

っ
て
、
諸
国
の
国
主
の
入
れ
替
え
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
危
惧
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
文
保
二
年
正
月
の
後
伏
見
院
の
書
状
と
推
測
さ
れ
る
史
料
に

「
…
…
仍
御
分
国
事
も
、
若
無
子
細
候
ハ
ヽ
、
給
主
等
に
も
、
不
可
有
改

動
由
仰
候
ハ
～
朕
安
堵
思
致
候
ハ
ヽ
可
宜
之
間
、
如
此
存
候
也
」
と
あ

る
こ
と
な
ど
、
端
的
に
そ
う
し
た
事
情
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
文

保
元
年
頃
か
ら
持
明
院
統
が
、
伏
見
院
(
た
だ
し
同
年
九
月
に
崩
御
)
の

指
揮
の
下
、
三
河
を
分
国
と
し
て
確
保
す
る
た
め
に
幕
府
な
ど
へ
の
策
動

を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
以
前
に
触
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
甚
目
寺
庄
を
め
ぐ
る
①
の
示
す
よ
う
な
経
緯
は
、
こ
う
し
た
両
統
の

分
裂
と
対
立
に
影
響
さ
れ
る
公
武
権
力
の
思
惑
や
動
向
を
反
映
し
た
興
味

深
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

ユ_

ノゝ

こ
の
よ
う
な
治
天
の
君
と
し
て
の
立
場
を
確
保
し
た
大
覚
寺
統
が
、
持

明
院
続
か
ら
天
皇
家
領
の
支
配
を
次
第
に
奪
い
、
自
ら
の
主
導
の
下
に
預

所
も
し
く
は
領
家
職
を
給
付
し
安
堵
し
て
い
く
様
子
の
一
端
が
、
甚
目
寺

庄
を
め
ぐ
る
②
や
③
な
ど
の
史
料
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
た
だ
、
こ
の
両
通
を
並
べ
て
み
る
と
、
や
や
違
和
感
を
感
じ
る
点
も

あ
る
。
元
応
二
年
(
一
三
二
〇
)
の
①
で
出
さ
れ
た
幕
府
の
裁
定
に
沿
う

形
で
、
元
亨
三
年
二
三
二
三
)
に
発
給
さ
れ
た
後
醍
醐
天
皇
の
綸
旨
が

②
で
あ
る
。
元
亨
元
年
十
二
月
に
後
宇
多
院
は
後
醍
醐
天
皇
に
政
務
を
譲

っ
て
お
り
、
い
わ
ば
後
醍
醐
親
政
の
体
制
が
作
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
尚
更

②
は
吉
祥
女
側
に
と
っ
て
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、

な
ぜ
そ
れ
か
ら
間
も
な
い
正
中
二
年
(
一
三
二
五
)
に
再
び
③
が
出
さ
れ

て
い
る
の
か
。
こ
う
し
た
綸
旨
は
天
皇
側
か
ら
一
方
的
に
出
さ
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
権
利
受
給
者
側
か
ら
の
申
請
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
る
の
が

普
通
で
あ
る
。
そ
う
し
た
動
き
が
出
て
く
る
前
提
と
し
て
、
元
亨
四
年
の

い
わ
ゆ
る
正
中
の
変
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

元
亨
四
年
九
月
、
討
幕
を
議
し
た
と
し
て
日
野
資
朝
・
日
野
俊
基
ら
が

捕
ら
え
ら
れ
、
土
岐
頼
有
・
多
治
見
国
1

ら
が
討
た
れ
た
事
件
で
は
後
醍

醐
天
皇
の
関
与
も
疑
わ
れ
た
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
治
天
の
君
と
し
て
の
天

皇
の
権
威
も
揺
ら
い
だ
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
し
か
し

そ
れ
以
上
に
、
①
に
基
づ
い
て
②
を
得
て
い
た
吉
祥
女
側
は
、
幕
府
と
の

関
係
が
悪
化
す
れ
ば
後
醍
醐
天
皇
が
①
を
無
視
し
て
別
の
給
主
に
甚
目
寺

庄
の
所
職
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
危
惧
を
抱
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
改
め
て
甚
目
寺
庄
の
所
職
を
安
堵
す
る
よ
う
に
申
請

し
た
こ
と
に
天
皇
側
か
応
え
て
、
③
が
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
吉
祥
女
側
の
危
惧
が
決
し
て
杞
憂
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
推
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測
せ
し
め
る
も
の
が
、
④
の
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
に
あ
る
「
爰
勧
修
寺
、

当
寺
務
就
被
掠
申
、
不
及
札
明
之
御
沙
汰
、
去
嘉
暦
元
年
被
下
物
忿
之

綸
旨
」
と
の
一
文
が
、
甚
目
寺
庄
を
め
ぐ
る
動
き
が
再
び
流
動
化
し
て

い
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
④
は
比
叡
山
延
暦
寺
の
僧
で
あ
る
源
淳
が

建
武
元
年
(
一
三
三
四
)
十
月
に
、
建
武
政
権
に
提
出
し
た
申
状
で
あ
る

が
、
そ
の
中
で
彼
が
主
張
し
て
い
る
の
は
、
吉
祥
女
が
甚
目
寺
庄
を
「
重

代
相
伝
」
し
て
き
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
れ
は
①
、
②
、
③
に
よ
っ

て
も
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
自
分
は
そ
の
吉
祥
女
か
ら
元
徳
二
年

二
三
三
〇
)
に
所
職
を
譲
ら
れ
た
正
統
な
庄
園
の
知
行
者
で
あ
る
こ
と
、

と
こ
ろ
が
吉
祥
女
の
所
職
は
嘉
暦
元
年
(
一
三
二
六
)
に
勧
修
寺
に
「
物

忿
之

綸
旨
」
に
よ
っ
て
不
当
に
与
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
な

ど
で
あ
る
。
嘉
暦
元
年
に
勧
修
寺
が
、
お
そ
ら
く
成
宝
以
来
の
甚
目
寺
庄

回
復
を
成
し
遂
げ
た
こ
と
自
体
は
、
大
覚
寺
統
に
属
し
て
甚
目
寺
庄
の
本

家
の
一
員
と
し
て
の
立
場
を
持
つ
と
と
も
に
、
治
天
の
君
で
も
あ
る
後
醍

醐
天
皇
が
、
「
相
伝
」
な
ど
の
論
理
に
と
ら
わ
れ
ず
庄
園
所
職
の
配
分
を

行
な
っ
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
た
だ
、
前
年
に
③
を
吉
祥
女

側
に
与
え
た
ば
か
り
の
後
醍
醐
天
皇
の
対
応
と
し
て
は
、
や
や
唐
突
に
も

思
え
る
。
「
当
寺
務
就
被
掠
申
」
と
い
う
よ
う
に
、
勧
修
寺
側
か
ら
の
働

き
か
け
が
強
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ
の
時
に
功

を
奏
し
た
の
は
、
後
醍
醐
天
皇
に
と
っ
て
①
に
準
拠
し
た
裁
定
を
維
持
す

る
意
思
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
う
。
あ
る
い
は
、
そ
う

し
た
状
況
を
見
て
取
っ
た
か
ら
こ
そ
、
勧
修
寺
側
の
働
き
か
け
が
強
め
ら

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
⑦
で
は
こ
れ
を
嘉
暦
二
年
の
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
お
そ
ら
く
嘉
暦
元
年
に
発
給
さ
れ
た
綸
旨
に
よ
っ
て
、
翌
年
ま

で
に
勧
修
寺
が
甚
目
寺
庄
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
以
上
、
あ
く
ま
で
状
況
証
拠
か
ら
の
推
測
で
あ
る
が
、
③
か
ら
④
へ

の
展
開
は
正
中
の
変
と
の
関
わ
り
で
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見

通
し
を
述
べ
た
心
算
で
あ
る
。

七

⑥
は
、
建
武
三
年
(
一
三
三
六
)
九
月
と
い
う
か
ら
、
八
月
に
持
明
院

統
の
光
明
天
皇
が
践
祚
し
た
直
後
の
も
の
で
あ
る
。
九
州
か
ら
東
上
し
た

足
利
尊
氏
の
軍
勢
が
京
都
を
制
圧
し
、
比
叡
山
に
寵
も
っ
た
後
醍
醐
天
皇

の
軍
と
戦
い
を
つ
づ
け
て
い
た
頃
で
あ
っ
た
。
既
に
後
伏
見
院
は
四
月
に

崩
じ
て
お
り
、
持
明
院
統
は
光
厳
院
を
ト
ッ
プ
に
戴
い
て
い
た
。
軍
事
的

に
足
利
方
の
優
位
は
確
実
な
も
の
に
な
り
、
そ
の
推
戴
す
る
光
厳
院
が
天

皇
家
領
を
統
括
す
る
治
天
の
君
と
し
て
、
庄
園
所
職
な
ど
の
給
付
や
安
堵

を
行
な
う
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
⑥
も
そ
の
一
環
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
か
っ
て
嘉
暦
元
年
に
後
醍
醐
天
皇
が
行
な
っ
た
給
付
の
追
認
で
あ

る
。
①
以
降
、
甚
目
寺
庄
に
対
す
る
本
家
と
し
て
の
立
場
を
奪
わ
れ
て
き

た
持
明
院
続
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
一
方
で
大
覚
寺
統
が
行
な
っ
て
き
た
②
、

③
、
④
に
見
え
る
吉
祥
女
や
勧
修
寺
へ
の
所
職
の
安
堵
や
給
付
は
、
対
象

が
誰
で
あ
る
か
に
関
わ
ら
ず
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
筈
で
あ
る

が
、
戦
乱
が
つ
づ
く
中
で
の
急
造
の
治
天
の
君
で
は
ま
だ
、
勧
修
寺
が
求

め
た
の
で
あ
ろ
う
安
堵
に
対
し
て
独
自
の
対
応
を
と
る
こ
と
は
難
し
か
っ
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た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
室
町
幕
府
に
支
え
ら
れ
た
持
明
院
統
が
北
朝
と
し
て
安
定
化

し
て
く
る
と
、
後
醍
醐
天
皇
の
「
遺
産
」
は
清
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

⑦
に
見
え
る
通
り
、
「
無
左
右
被
召
放
之
間
、
去
年
度
々
雖
歎
中
」
と
勧

修
寺
は
甚
目
寺
庄
の
知
行
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
⑦
は
日
付
を
欠
く
が
、

そ
の
時
期
は
お
お
よ
そ
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
当
御
代
最
初
、
為

寺
領
十
八
箇
所
内
、
被
下
安
堵

院
宣
」
が
⑥
を
指
す
こ
と
は
ま
ず
疑
い

無
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
当
御
代
」
は
光
明
天
皇
在
位
二

三
三
六
～
一
三
四
八
)
の
時
期
を
指
す
こ
と
に
な
り
、
⑦
自
体
が
そ
の
間

に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
勧
修
寺
が
甚
目
寺
庄
を
「
無
左
右

被
召
放
」
た
の
も
、
⑥
の
安
堵
か
ら
僅
々
十
年
を
経
な
い
う
ち
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
北
朝
が
掌
を
返
し
た
よ
う
に
勧
修
寺
か
ら
甚

目
寺
庄
の
所
職
を
没
収
し
た
理
由
に
っ
い
て
、
当
の
勧
修
寺
側
か
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
示
さ
れ
て
い
る
の

は
⑦
の
「
抑
当
生
者
関
東
為
閥
所
進

公
家
之
上
者
、
難
被
付
当
寺
之
由

被
仰
下
衆
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
朝
す
な
わ
ち
持
明
院
統
が
由
緒

や
根
拠
の
あ
る
勧
修
寺
の
所
職
を
否
定
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
は
、
か

つ
て
鎌
倉
幕
府
が
こ
の
庄
園
を
「
閥
所
」
と
し
て
天
皇
家
に
進
上
し
た
と

「
誤
解
」
し
て
い
る
た
め
で
は
な
い
の
か
、
と
の
勧
修
寺
の
見
方
を
示
す

一
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
甚
目
寺
庄
が
「
閥
所
」
と
し
て
進
上
さ
れ
た
事

実
は
な
い
(
「
於
関
東
相
論
之
刻
、
執
奏
之
趣
強
非
閥
所
衆
」
)
か
ら
、
北

朝
が
こ
の
庄
園
に
関
わ
り
、
勧
修
寺
の
権
利
に
干
渉
す
る
根
拠
も
無
い
、

と
勧
修
寺
側
は
言
い
た
い
訳
で
あ
る
。
元
応
の
幕
府
の
做
定
で
成
宝
B
と

行
円
の
訴
人
・
論
人
双
方
の
主
張
が
退
け
ら
れ
、
結
論
が
「
聖
断
」
に
委

ね
ら
れ
た
こ
と
を
、
幕
府
が
こ
の
地
を
「
閥
所
」
に
し
た
と
北
朝
が
「
誤

解
」
し
て
い
る
、
と
殆
ど
言
い
が
か
り
と
い
う
し
か
な
い
決
め
っ
け
を
行

な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
あ
わ
せ
て
「
破
光
泰
卿
之
寄
進
許
也
」
と
し

て
持
明
院
統
が
甚
目
寺
庄
に
本
家
と
し
て
の
権
利
を
持
つ
と
し
て
も
、

精
々
光
泰
の
「
寄
進
」
か
ら
は
じ
ま
る
に
過
ぎ
な
い
底
の
浅
い
権
利
で
あ

る
と
し
た
上
で
、
そ
れ
さ
え
も
否
定
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
で
そ
も
そ
も
持

明
院
統
す
な
わ
ち
北
朝
に
は
甚
目
寺
庄
へ
の
介
人
の
権
利
は
無
い
の
で
あ

る
と
、
二
重
に
主
張
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
の
論
理
構
成
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
に
は
自
ら
の
権
利
の
強
調
と
相
手
の
立
場
の
倭
小
化
の
た
め

の
論
理
が
あ
る
。
そ
う
し
た
視
線
で
読
め
ば
む
し
ろ
興
味
深
い
訴
訟
文
書

で
あ
る
。
た
だ
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
⑦
が
平
安
末
期
か
ら
鎌

倉
初
期
の
勧
修
寺
関
係
者
の
動
向
に
つ
い
て
貴
重
な
情
報
を
示
し
て
く
れ

る
史
料
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
検
討
で
は
む
し
ろ
、

天
皇
家
が
こ
の
庄
園
に
本
家
と
し
て
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
立
庄

当
時
に
遡
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
推
測
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
流

れ
か
ら
読
み
進
め
る
と
、
こ
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
南
北
朝
期
の
状
況
に

直
接
つ
な
が
る
鎌
倉
末
期
か
ら
の
事
柄
に
っ
い
て
は
、
自
ら
の
訴
訟
を
有

利
に
運
ぶ
た
め
に
論
理
を
構
築
す
る
こ
と
が
主
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
結

果
、
甚
目
寺
庄
の
歴
史
を
誤
解
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い

る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

最
後
の
⑧
は
文
和
三
年
(
一
三
五
四
)
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
観
応
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の
擾
乱
に
伴
う
正
平
一
統
の
た
め
に
、
一
時
的
に
北
朝
が
解
体
し
て
、
そ

の
の
ち
無
理
矢
理
に
後
光
厳
天
皇
が
擁
立
さ
れ
る
な
ど
の
混
乱
が
あ
っ
た

直
後
で
あ
る
。
庄
務
の
給
付
や
安
堵
に
つ
い
て
、
ま
た
何
ら
か
の
対
立
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ず
、
「
落
居
之
時
者
」
な
ど
と
あ
る
の
も
そ
の
反
映

で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
⑦
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
、
勧
修
寺
の
所
職
が
没
収
さ
れ
た
あ
と
の
新
た
な
被
給
付
者
に
関
わ

る
も
の
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
以
後
、
室
町
時
代
の
甚
目
寺
庄
に

関
わ
る
歴
史
は
、
わ
れ
わ
れ
の
視
線
が
届
か
ぬ
も
の
に
な
っ
て
行
く
の
で

あ
る
。

八

筆
者
の
推
測
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
甚
目
寺
庄
と
は
、
白
河
も
し
く
は
烏

羽
院
政
の
下
で
、
そ
の
近
臣
で
あ
っ
た
為
房
の
家
流
が
尾
張
国
守
な
ど
と

し
て
関
わ
り
つ
つ
成
立
し
た
、
院
を
本
家
と
す
る
天
皇
家
領
荘
園
の
一
部

で
あ
り
、
そ
の
下
の
預
所
戦
が
為
房
の
子
孫
を
介
し
て
勧
修
寺
の
関
係
者

に
伝
領
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
本
家
と
し
て
の
天
皇
家
の
存
在
は
次
第
に
有

名
無
実
化
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
や
が
て
鎌
倉
末
期
と
な
る
と
、

本
家
の
庄
園
支
配
の
強
化
と
天
皇
家
の
分
裂
が
絡
み
あ
っ
て
鎌
倉
幕
府
も

巻
き
込
ん
だ
相
論
が
展
開
さ
れ
た
が
、
そ
の
経
緯
に
は
文
保
段
階
で
の
天

皇
と
治
天
の
君
の
交
替
も
影
を
落
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
の
ち
も
南

北
朝
期
に
か
け
て
、
天
皇
家
を
取
り
巻
く
政
治
的
な
情
勢
の
推
移
に
よ
り
、

そ
の
下
に
あ
る
所
職
も
勧
修
寺
な
ど
の
被
給
付
者
の
間
を
移
動
し
っ
づ
け

た
。
か
な
り
憶
測
に
頼
っ
た
部
分
も
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な

見
取
り
図
を
描
い
て
み
た
の
が
小
稿
で
の
作
業
で
あ
る
。

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
小
稿
は
一
九
九
〇
年
代
に
大
き
く
進
展
し

た
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
庄
園
史
の
研
究
水
準
の
一
部

に
依
拠
し
て
、
甚
目
寺
庄
に
関
す
る
史
料
を
検
討
し
て
み
よ
う
と
し
た
ケ

ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
あ
る
。
本
来
、
こ
う
し
た
作
業
は
史
料
の
語
る
と
こ
ろ

に
従
っ
て
ま
ず
事
実
関
係
を
確
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
の
場
合
に
は
史
料
の
語
る
内
容
自
体
が
や
や
錯
綜
し
て
お
り
、

提
え
難
い
部
分
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ら
を
整
理
す
る
た
め
の
手
段

と
し
て
、
現
在
ま
で
の
研
究
史
が
積
み
上
げ
て
き
た
論
理
に
依
拠
し
つ
つ

考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
史
料
の
文
言
自
体
を
批
判
的
に
検
討
す
る
と

い
う
手
法
も
多
く
用
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
筆
者
の
理
解
不
足
、
考
察

不
足
に
よ
る
誤
り
も
見
え
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
し
た
小
稿
の
妥

当
性
は
、
確
々
述
べ
て
き
た
僅
か
な
内
容
に
、
見
る
べ
き
点
が
あ
る
か
ど

う
か
で
判
断
を
仰
ぐ
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
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